





































2. 研究プロジェクト評価委員会日程…－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 7 
3. 割高委員担当の研究プロジェクト及明輔害懐－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 8 
4. 研究プロジェクト評価委員会委員名簿一H ・H ・－…・ H ・H ・..・H ・－……...・H ・..・H ・H ・H ・－… 9 
5. 研究プロジェクト評価委員会書面審査委員名簿…...・H ・－…..・H ・..・H ・H ・H ・..・H ・－…10
6. 研究プロジェクト評価要項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 1 
7. 研究フ。ロジェクト評価
(1) NICH e全体に対する総合言軒面....・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 3 
(2) 開発研究部（総合評価、評価委員評価）
a 研究終了プロジェクト
①省エネルギー・省資源のための小形・集積他矧~ （江凍略綬：） .・H ・H ・H ・－…15
②計算科学と組織帝ljfi卸による合金開発（石田教授：） .・H ・..・H ・－……・…H ・H ・・29 
b 荷移劇薬売プロジェクト
①知的機能を備えたネットワーク対応電子システムの創出（大見殺授） .・H ・・43 
c 中間評価プロジェクト
① ヒト脳高次機能。｜｜島耕受）・・H ・H ・…………H ・H ・..・H ・・・H ・..・H ・－…・・・…57
②超広帯域コヒー レント光源の開発訪問（横山教授）・・H ・H ・..・H ・..・H ・H ・H ・・69 
③テラピ、ット磁気言議お吋応自己組織化ナノ分散微位子型薄膜媒体の開発
（高橋教授：） .・H ・..・H ・H ・H ・..・H ・..・H ・・81 
④環境保全と強風災害働裁対1-rの開発研究（植松教授）・・H ・H ・H ・H ・..・H ・H ・H ・・97 
⑤ヘテロ界面の量子殻計に基つく極防関鯛久住無槻オ来初研究開発
（宮本教授：） .・H ・..・H ・H ・H ・..・H ・H ・H ・・109
⑥ 音楽・音響を用いた新しい医療梯貯の開発（市江教授）…・・・・・H ・H ・..・H ・121 
⑦細胞膜持法機能に基づいた創薬・倉側協荷の開発に関する研究
（輔教授ト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13
⑧極限ナノ材料倉l膿（対司助耕受：） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14 5 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































12:40～1 5 : 1 0 分科会（プロジェクト活動報告、発表35分、質疑応答40分）
休憩
1 5 : 2 0～1 7 : 3 0 研究プロジェクト評価のまとめ
1 7 : 3 0～18:30 全体会議（分科会報告、全体の質疑応答）
閉会のあいさつ
































15:10～15:20 コー ヒー ・ブレー ク（場所：2階交流スペース）






























音楽・音響を用いた新しい医 木村 格 国立病院機構西多賀病院・院長
療技術の開発（市江研） 星宮 望 東北学院大学・学長








研究プロジェクト名 書面審査委員 所 属
環境保全と強風災害低減技 大熊武司 神奈川大学工学部建築学科・教授
















研究プロジェクト名 書面審査委員 所 属
省エネルギー省資源のため 神永 晋 住友精密工業開・代表取締役社長






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ことが高く評価され、 2004年AAPS(American Association 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3. 国際交流の状況 I 1 大変良い
②．良い（箭内）
総合評価
③．普通（小淳、大滝）
4.やや不十分
5.不十分
（コメント）
国際学会での招待講演を含め、国際学会での発表はかなりある
が、外国の研究者を招いたり、あるいは国際共同研究を行うなども
う少し外国人のグループ内への取り込む努力が必要である。（小津）
なし。（大滝）
若干、少ないが知的所有権を含め、検討の要あり。（箭内）
①．大変良い（箭内）
②．良い（小津、大滝）
3.普通
4.やや不十分
5.不十分
（コメント）
まだ1年半という短い期間であり、資金も潤沢とは言えない中
で、かなりの研究成果を上げていると思う。内容もかなり実用的な
面があり、今後の技術移転を含めた新産業分野創出に向けた研究開
発が充分に期待される。（小津）
なし。（大滝）
166-
地味な仕事であるが、公募も多く将来性のある分野と考えてい
る。国際的にも国際競争力のある研究であるので、これからの研究
の発展が楽しみである。特に医療では患者の現実に存在しているの
でスピーディな市場化が望まれる。（箭内）
IV. その他のコメント
（コメント）
活性酸素・フリーラジカルの研究開発においては、従来は活性酸素・フリーラジカルが
関与する疾病の防護のためにその除去を目指す研究が多かった。本プロジェクトの中でも
喫煙に伴う炎症・疾患誘発物質の除去装置の開発や光触媒を応用した空気清浄装置の開発
などは活性酸素・フリーラジカノレの除去を目的としているが、スギ花粉症などアレルギー
疾患の診断技術などはむしろヒト頼粒球など活性酸素・フリーラジカノレを利用するもので
あり、新しい診断技術開発につながっており、将来の発展が楽しみである。
全般的にはグループリーダーの基礎研究を技術開発研究につなげようとする意欲は高く、
研究スタッフもその目的をもって意欲的に研究をすすめていることがうかがえる。
残りの期間で充分に当初の目標は達成され、更には次の新しい研究につながっていくもの
と期待される。（小津）
講座開設後 1.5年しか経過しておらず、研究スタッフの確保、機器の導入整備に約 6ヶ
月程度を要したことを勘案すると、実質l年弱で、特許申請8件、投稿論文 18報は充分評
価しうるものと考える。
論文投稿はさらに努力が必要とは考えられるものの、研究開発は順調に進んでおり、今後
の成果が期待される。（大滝）
なし。（箭内）
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